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インドネシア東都のチモｰル島及びその周辺海域はバンダ弧にオｰストラリア大

陸の縁辺が衝突Lているプレｰト境界域である.この地域の海域や陸上部には泥火

山が沢山あり一部は現在も活動している.チモｰル島周辺に分布するメラソジは

従来オリストスト目一ムとされていたがBarbereta1.(1986)によって泥火山を

作るのと同じ原理(ダイアピル)で形成されたことが示された.写真はサバ島の

ク原ツカｰ層のメラソジである.砂岩塊の形態は高射圧下で割れ泥が侵入した特徴的

な形態をとっている.
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低透水性とその応力影響について

世界の主要た地質調査所

ヴァン･ベソメレンの生涯と業績

ある鉱業法

パナマ点描�


